
i築類 Jpn. J.  P hycol. (Sorui) 55: 16 7 - 17 2， N o v elllber  10，2 007 

総説・角獄 日本産寒海性コンブ科植物の学名について
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C lassification  for  the  kelp  has  been  traditionally  based on  gross cliffel巴nces in thalllls  1110rphology. H owever， it is  not  easy to  establish  
w hich  1110rphological  characters  actllally  correspond  to  evollltionary  relationships.  Recently， m oleclllar  phylogenetic  analys巴s hav巴b巴巴n
P巴rfonn巴d on  th巴so-called advanced  kelp species of th巴w orld，for  the  first  time  facilitating  the  constrllction  of a  natllral  classification  
system. W h e n  th巴 results of m olecular  analyses by  Yoon el  al. (200 1)， Yotsulくura (2005) and Lan巴 el al. (2006) are  considered  
compr巴hensively，it is  necessary  to recognize an  aclditional  genlls， SaccharulCI， in the  Lal11inariac巴ae，and to reorganize speci巴s of  the  
genera  C Y/'ll(l/haere，勾elllllalliella and  Lalllinaria that gro w  in colclwater  ar巴as of  Japan  into  jllst  tw o  g巴口巴ra (Lalll川町 ia and Saccharil1a) 
as  sllggested by  Lane  el  al.  (2006) 

Key Index  Words:  }apanese kelp， Laminaria， L{/III川 ariaceae，llomel1c!a[lfre， Saccharina  
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コンブ科植物 Laminariaceae は世界の主に寒帯域 と温帯
域におよそ 4 7種生育するこ とが知られている (D r uehl et  al. 
19 9 7)。そのうち，日本には北海道から鹿児島県の沿岸にかけ
て実に 2 7 もの種が分布しており，特に北海道沿岸，および東
北北部の太平洋沿岸に分布の中心を持つ寒海性の種類は 19 種

19 8 9 a，吉田 19 9 8，吉
田ら 2 0 0 5)。これらの多くは各地で豊かな“海の森" を形成し，
海洋生態系の中で“一次生産" “海j懐動物の生活場" “海洋環
境の安定化" など重要な役割を果たしている一方，古くから主
に食材として人々に利用され 北日本の主要な水産資源となっ
ている( 1 11Ul鳥19 8 9 a，2 0 0 4 a，長谷川 19 5 9，徳田ら 19 8 7，殖
田ら 1963，四ツ倉 2006)。
日本産の寒海性コンブ科植物は， 一般に “生長段階" や

“生育環境" の違いによる形態変異が著しいことが知られてき
た (e.g. 川嶋 1989a)。そのため，種レベルの分類学的議論が
長年にわたって続けられているが (J111嶋 1991，長谷川 19 5 9，
O k a m u r a  18 9 6， Y a b u  1 9 6 4， Y o tslIlくura 2 0 0 5， Y o tslIkura  et 
al. 1999， 2006)，何れにしても， 現在これらの種は形態的特徴
から 6属: コンブ属 Laminaria，ミスジコンブ属 C y mαthaere，
トロロコンブ属 Kjellmaniella，スジメ属 Costaria，アナメ属
Agarum，ネコアシコンブ属 Arthrothamnus，の何れかに収め
られ，属レベルで、は明確に区別されている( J 11嶋 19 8 9 a，吉田
1998，吉田ら 2 0 0 5)。ところが，これら属を分けるための安定

!玄1I 日本産寒海性コンブゃ科植物の葉状音11表而 A ・エンドウコン
ブの凹山紋様， B : マコンブ中平野部の111 (谷)， C : カラフト トロロコ
ンブ若体の凹凸紋様(写真提供 : )[ D  カラフト ト
ロロコンブの隆起条( 潜)，E: ガゴメ若体の凹占I紋様， F: ガゴメ
の龍紋 CScale B ar=5 Clll (A ， F); 10 CIll (B， C， D ); J  CIll (E)) 
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ー- 0.005 substitutions /  site 
図2 コンブ目植物の分子系統樹核ゲノム (LSU領域， ITS領域)，葉緑体ゲノム (RuBisCo operon領域， _RuBisCo spacer領域)， 
ミトコンドリアゲノム (nad6領域のコドン l文字目と 2文字目) の艦基配列の連結比較をもとにベイズ法で作成したもの。各分岐点
の数値は，ベイズの事後確率/ 事後確率 (covarionモデル) / ブートストラップ値( 近隣結合法) / プートストラップ値( 最大節約法)
を示す。* :  full support，ー: <50% support (Lane  et al. 2006， Fig. 7を改変)

最新の知見を結集して分類体系を見直すことは上記疑問点を明
らかにする糸口となる。これまで，日本沿岸に生育する寒海性
種については，その多くが日本，および日本とその周辺にのみ
生育していることもあり，日本産のなかで形態が比較され，分
類体系が築かれてきた( J lI嶋 1989b，岡村 1936，宮部 1902，
Tokida et al. 1980，吉田 1998)。しかし，例えば，広く世界
に分布しているコンブ属植物が，日本人に馴染みの深い“単
葉状で中帯部をもっ種" ばかりではないことを考えると (e.g.
Druehl 2000)，世界中の種に関する情報を集め，それらについ
て一定の理解を得たうえで日本産種についても体系作りをする
ことが必要である。

形質と見なされている形態についても，例えば，「ミスジコンブ
属の特徴である“葉状部を縦走する隆起条( 溝) : fold" は，
コンブ属の“葉状体中帯部の山( 谷) " が顕著に現れたものと
考えられないか? ( コンプ属には中帯部が全くないものから明
瞭なものまで様々あるh あるいは「トロロコンプ属の特徴で
ある“葉面に現れる龍紋: gyration" は，コンブ属の“葉面に
生じる凹凸紋様: bullation" のひとつのバリエーションと考え
られないか? ( コンブ属には凹凸紋様を全く形成しないものか
ら生涯形成するものまで様々ある )J といった疑問が少なから
ず存在する( 図1 ) 。知何なる形態形質が系統の違いを反映し
ているかを直ちに的確に判断することは容易ではないが，今日
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0.005 substitutions /  site 
図3 コンブ属積物およびその近縁分類群の分子系統樹 ITS領域の境基配列の比較をもとにベイズ法で作成したもの。各分岐点の
数値は，ベイズの事後確率/ ブートストラップ値( 近隣結合法) / ブートストラップ値( 最大節約法) を示す。 :<50% support (Lane 
et al. 2006， Fig. 8(a) を改変)

ところで，分子系統解析は個体聞の遺伝的変異を定量的に検
出できることから，安定した形態形質に乏しいコンプ科植物の
系統類縁関係を論ずるうえで極めて有効である。本手法による
解析は，材料として乾燥藻体の小片さえあれば生物情報を引き
出すことができるうえ，得られた情報はデータベース化され，イ
ンターネットが利用できればいつでも即座に客観的データを比
較することができる。そのような解析のし易さもあり，これまで
断片的にしか形態情報の得られていない世界のコンプ科植物に
ついて，特定 D N A領域の塩基配列データが集められ，属の再
編を含めた科内の分類学的な議論が進められている (Druehl et 
al. 1997， Lane et al. 2006， Selivanova et a1.2005， Yoon et 
al.2001， Yotsukura 2005， Yotsukura et al. 1999， 2006)。
Lane et al. (2006) は，コンブ目 Laminarialesのなか
で，所謂“advanced kelp" といわれる A L L 3科 CALL:
Alariaceae (チガイソ科)， Laminariaceae， LessoniaceaeJ に
ついて，これまで行なわれてきた解析結果をより包括的なも
のとすることを目的に，核コードの“L S U領域" と“ITS領
域" ，葉縁体コードの“RuBisCo operon領域" と“RuBisCo
spacer領域ペミトコンドリアコードの“nad 6" 領域の D N A
塩基配列比較をもとに系統解析( ベイズ法・近隣結合法・最

大節約法による系統樹作成) を行なっている。そのなかで，
スジメ属とアナメ属は，Dictyoneurumや Thalassiophyllum
とともに A L L とは異なる一つのクレードを構成することか
ら，著者らはこれを A L L とは区別し，“扇平で，時に円柱形
の茎状部を有し，葉面に孔または網目模様を生じる" 形態特
徴を示すスジメ科 Costariaceaeの設立を提案した( 図 2)。
一方で，報告では，コンブ属，ミスジコンブ属， トロロコン
ブ属，ネコアシコンブ属は，ジャイアントケルプと呼ばれる
Macrocystisや Nereocystisなどとともにコンプ科クレードに
収まるものの，科内においてコンブ属は 2つのクレード (clade
1  :  L. digitata (Hudson) Lamouroux， L. sinclairii (Harvey 
ex Hooker et Harvey) Farlow， Anderson et Eaton，ゴへイコ
ンブL. yezoensis Miyabeなど; clade 2  : ミツイシコンブL
angustata Kjellman， L. dentigera Kjellman，カラフトコンブ
L. saccharina (Linnaeus) Lamourouxなど) に分かれること
が示されている( 図 3)。著者は，これらコンブ属を含む 2つの
クレードのそれぞれに特徴的な形態形質を明確にしてはいない
が，コンブ属のタイプ種 L. digitataを含むクレード (clade 1) 
にそのまま属名 Laminariaを残し，他方のアッパスジ、コンブc .
japonica Miyabe et Nagaiやトロロコンブ属全 2種を含むク
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図4 主に日本沿岸に生育するコンブ目植物についての分子系統樹 ITS-l領域および R u BisCo spacerの塩基配列の比較をもとに
近隣結合法で作成したもの。各分岐点の数値は，ブートストラップ値を示す。 Laminaria A  : マコンブ L.japonica，ホソメコンプ
L. religiosa，リシリコンプL. ochotensis，オニコンブL. diabolica，エナガコンプL. longipedalis ;  Laminaria B  : アッパコンブL.
coriacea，チヂミコンブL. cichorioides，エンドウコンプL. yezoensis (Yotsukura 2005， Fig. 1(C)を改変)。

レード (clade 2) にはこれまでLaminariaの異名とされてい
たSaccharinaを採用することを提案した。
コンブ属植物が分子系統学的に 2つのグループに分かれるこ
とは， Yoon et al. (2001) や Yotsukura (2005) の“ITS領域"
と“RuBisCospacer領域" の D N A塩基配列比較による分子
系統解析( 近隣結合法・最大節約法・最尤法による系統樹作成)
からも推察されている。 Yoon et al.(2001) によると，世界の
A L Lは，何れも bootstrap値の高い 8つのクレード( 著者ら
は“科" に相当としている) に分けられ，日本に分布する寒海
性コンプ科 6属はそのうちの 3つ，コンプ属は 2つに収められ
ている (Agarum clade : スジメ属，アナメ属 ;Hedophyllum 
clade: コンプ属( 葉面に凹凸紋様を生じる種)，ミスジコンプ
属， トロロコンブ属，ネコアシコンブ属 ;Laminaria clade :コ
ンプ属( 葉面に凹凸紋様を生じない種) ) 。そこで，報告ではコ
ンブ属が“葉面の凹凸紋様形成の有無" の違いで分けられ，更
にカラフトコンブが，マコンプL. japonica Areschougやナガ

コンブL. longissima Miyabeに比べてアッパスジコンブと近
縁であることも示されているが，属名の変更については僅かに
トロロコンプ属について提案がされているにすぎない。一方，
Yotsukura (2005) は日本沿岸に生育する“advanced kelp" 
について解析を行なっており，寒海性のコンプ科は 3つのク
レード( ①: 単葉状コンプ属= ゴヘイコンプを除く種，ミスジ
コンプ属， トロロコンプ属，ネコアシコンブ属; ②: 掌状コン
ブ属= ゴへイコンブ; ③: スジメ属，アナメ属) に分かれるこ
とを報告している( 図 4)。しかし，このなかで著者は，これら
を含めたコンブ科内の亜科の再編については意見を述べている
が， 2つに分割されたコンプ属などの属名変更については触れ
ていない。
このように，分子系統学的解析によると，日本産寒海性コ

ンブ科植物のなかで，ゴへイコンブを除く単葉状コンブ属植
物 12種は，ミスジコンプ属植物( アッパスジコンプ) やトロ
ロコンブ属植物( ガゴメ K. crassifolia Miyabe， トロロコン
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プK. gyraω(Kjellman) Miyabe) とともに一つのクレードを
構成し，ゴへイコンプクレードとは系統が異なる。両者の決
定的な形態の違いは，日本の種についてのみ見た場合，“単葉
状" か，あるいは“掌状" か，ということになるが，外国産
の種を加えてみると，前者に掌状の L. dentigeraが，後者に
単葉状の L. sinclairiiが含まれることからこれは当てはまら
ない。一方， Yoon et al. (2001) が述べている“葉面に生じ
る凹凸" についても，後者のゴへイコンブのみならず，前者
のミツイシコンプやナガコンプでも生涯を通して認められず，
やはりこれも当てはまらない。このような現状のなかで，今後，
“葉状部に見られる中帯部" に着目することも必要であろう。
先の前者において，日本産では何れも中稽部が現れるものの，
外国産では中帯部が見られない種も含まれている。しかし，
日本産の観察を通して，一般に中帯部が認識できる種であっ
ても，“生育段階" や“生育環境" によってはそれが不明瞭な
個体も少なからず存在することが分かっている。中帯部を生
じる種は，その形質が鮮明・不鮮明に関わらず，子嚢班形成
過程において一定の規則性があることから( 川嶋 1988)，中
帯部がないとされる外国産種についても，成熟時期を通した
経時的な葉体の形態観察が求められる。
先にも記した通り，ミスジコンプ属植物およびトロロコンプ
属植物は，“隆起条" および“龍紋" が明瞭な形態的特徴であ
る。しかし，これら形質や生態を詳細に観察するとそれぞれの
属内の多様性は著しし互いの類縁性を見出すことは困難であ
るとの指摘もされてきた( 川嶋 2001， 2004b)。分子系統解析
で，それぞれの属に含まれる種が単系統にならないことから見
ても，これらの形態的特徴は属を分けるための形質とはなり得
ないと考えられる。一方，北海道東部に生育するネコアシコン
ブArthrothamnus b折dus (Gmelin) Ruprecht Iこついても，マ
コンプなどコンブ属 12種やアッパスジコンプ， トロロコンプ属
全2種と近縁であることが示されており，解析によっては一つ
のクレードに包含される (cf. Yoon et al. 2001， FIG. 1)。しか
し，本種は多くの場合側系統となるうえ“葉基部に形成される
耳形体" によって新葉が再生されるという他には見られない特
徴的な繁殖方法を示すことから，本種は他の種とは属レベルで
区別されるべきである。

以上，これまで得られた研究成果からみて，日本産の寒海
性コンプ科植物については， Lane et al. (2006) の提案に従っ
て以下の通り学名を変更するのが妥当である( 配列は川嶋
(l989a) に従った) :  

旧学名→新学名
Laminaria japonica A reschoug→ Saccharina japonica 
(Areschoug) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W .  
Saunders ( マコンブ)

Laminaria religiosa Miyabe→S 前 charindreligiosa 
(Miyabe) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W. Saunders 
( ホソメコンブ)

Laminaria ochotensis Miyabe→ Saccharina ochotensis 
(Miyabe) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W .  Saunders 
( リシリコンブ)

Laminaria diabolica Miyabe→Saccharina diabolica 
(Miyabe) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W. Saunders 
( オニコンブ)

Laminaria longipedalis Okamura→ Saccharina longipedalis 
(Okamura) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W. 
Saunders ( エナガコンブ)

Laminaria angusωωKjellman→ Saccharina angusωω 
(Kjellm佃) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W. 
Saunders ( ミツイシコンブ)

Laminaria longissima Miyabe→Saccharina longissima 
(Miyabe) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W .  Saunders 
( ナガコンブ)

Laminaria coriacea Miyabe→Saccharina coriacea (Miyabe) 
C.E.L如 e，C. Mayes， Oruehl et G. W. Saunders (ガッカ
ラコンブ)

Laminaria saccharina (Linnaeus) Lamouroux f. linearis J. 
Agardh→Saccharina latissima (Linnaeus) C. E. Lane， C. 
Mayes， Oruehl et G. W .  Saunders ( カラフトコンプ)

Laminaria cichorioides Miyabe→ Saccharina cichorioides 
(Miyabe) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W. Saunders 
( チヂミコンブ)

Laminaria yendoana Miyabe→ Saccharina yendoana 
(Miyabe) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W .  Saunders 
( エンドウコンプ)

Cymathaere japonica Miyabe et Nagai→Saccharina 
kurilensis (Miyabe et Nagai) C. E. L組 e，C. Mayes， 
Oruehl et G. W .  Saunders ( アッパスジコンプ)

Kjellmaniella gyraω(Kjellman) Miyabe→Saccharina 
gyraω(Kjellman) C. E. Lane， C. Mayes， Oruehl et G. W. 
Saunders ( トロロコンプ)

Kjellmaniella crassifolia Miyabe→Saccharina crassφlia 
(Miyabe) C. E. Lane， C. Mayes， Druehl et G. W. Saunders 
( 新和名: ガゴメコンブ) : 本新学名は後続同名 later homonym 
であることから (cf. Kuntze 1891 ) ，あらためて学名を提案す
べきである。

このような変更に際しては，確かに形態学的な裏付けなし
に分類をすることへの不十分さが拭いきれないが，これまで
分類形質として安定なものと考えられてきた“葉状部の分裂
の有無" や“葉面の凹凸のタイプ" が系統を反映しないと分
かった今日，客観的な分子データに頼らざるを得ない。なお，
Lane et al. (2006) はカラフトトロロコンブL. sachalinenョis
(Miyabe) Miyabeについて記載はしていないが， Yotsukura 
(2005) により本種は Saccharinaに含まれることは明らかで
ある。
2007年 3 月に神戸で開催された国際海藻シンポジウム
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(ISS 2007) において，既に Saccharinaの属名を用いた研究
発表がいくつか見受けられた。国際的に共通した認識でコン
プ科を扱うことは，今後分類研究を加速していくうえで重要
である。一方で、，このことは，現在日本ではコンブ属植物とト
ロロコンブ属植物が輸入制限品目 (IQ品目) になっているこ
とから，今後外国産の本属植物が別名で日本国内へ持ち込ま
れ、我が国の伝統産業が影響を受けることへの予防線と成り
得る。
ところで， Lane et al. (2006) は新たにスジメ科の設立を

提案している。これは分子系統解析の結果を見る限り妥当な
考えと支持できるものである。しかし，コンブ目内の“科" の
捉え方は，現在でも日本人研究者と外国人研究者の間で大き
な隔たりがあり (e.g. 川嶋 1989b，Lane et α1. 2006， Yoon 
etα1.2001， Yotsukura 2005)，今後世界の研究者を集めたワー
クショップを開催するなどして研究者聞の溝を埋めていくこ
とが必要で、ある。
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